


防災月間
（9月）

9月1日は防災の日

災害時、まずは、自
分の身は自分で守る
ことが一番重要です

そのためには、事前
の備えが必要です

6月から7月にかけ、西日本を中心に各地で自然災害が発生しました。あまり災害が起こらない京都でも震度5弱の
地震、西日本豪雨、災害レベルの猛暑、台風…災害は決して他人ごとではないことを実感せざるを得ませんでした

当社では、従業員の机の足下に
「非常時持出袋」を準備しています。
避難をするときは、これを忘れずに。
中身は下記をご覧ください。

従業員の足下に準備している「非常時
持出袋の中身です
・ 水 ・ タオル
・ 雨具 ・ 軍手
・ ビスケット ・ ナイロン袋
・ 簡易トイレ ・ 緊急連絡網 等

こちらは、帰宅困難者が出たときに少
しは過ごせるようにと、倉庫に備蓄し
ています。
・ 水 ・ 雨具
・ 乾パン ・ ご飯類

こちらは、避難するときに誘導する者
が持ち出せるようにセットしています。
・ 救急箱 ・ ｳｴｯﾄﾃｨｯｼｭ
・ 懐中電灯 ・ 防災書籍

一番大切なのは、
一人一人が取り組む防災

家の中の安全対策を
確認しておく

地震発生時の
身の守り方を知っておく

ライフラインの停止や
避難に備えておく

安否情報の確認方法を
家族で決めておく

当社でも

BCP対策の策定に
取り掛かります‼災害による被害をできるだけ少なくす

るためには、一人一人が自ら取り組む
「自助」、地域や身近にいる人同士が
助け合って取り組む「共助」、国や地
方公共団体が取り組む「公助」が必要
です。
その中でも基本となるのは「自助」で
す。災害発生時にはまず、自分が無事
であることが最も重要です。「自助」
に取り組むためには、災害に備え、自
分の家の安全対策をしておくとともに、
家の外において地震などに遭遇した時
の身の安全の守り方を知っておくこと
が重要です。

家族がそれぞれ別々の場所にいると
きに、災害が発生したときには、お
互いの安否を確認できるように、日
頃から安否確認の方法や集合場所な
どを家族で話し合っておきましょう。
家族みんなが携帯電話を持っている
場合でも、災害時は回線がつながり
にくくなるため、連絡がとれない場
合があります。安否確認には、「災
害用伝言ダイヤル（171）」、携帯
電話のインターネットサービスを利
用した「災害用伝言板」などのサー
ビスを利用しましょう。

この記事は、政府広報オンラインを参考にしております

タンス

食器棚

テレビ

窓ガラス

床側をストッパーなどで固定し、
天井側はポール式器具で固定。
ポール式器具は、タンスの奥の方
（壁側）で、天井や家具の硬いと
ころに取り付ける。上下に分かれ
ている家具は連結しておく。

Ｌ字型金具やワイヤーなどで壁に
固定し、開き戸には開かないよう
に留め金を付ける。ガラスにはガ
ラス飛散防止フィルムを張る。

粘着マットを敷いて転倒を防ぐ
とともに、機器の裏側をワイ
ヤーなどで壁やテレビボードに
固定する。

強化ガラスに替えたり、飛散
防止フィルムを張ったりする。
カーテンを閉めておくことで
も室内への飛散防止に効果が
あります。

家の中では

座布団などで頭を保護し、大きな家具
から離れ、丈夫な机の下などに隠れる。
あわてて外へ飛び出さない。もし、火
事が発生した場合には可能ならば火の
始末、火元から離れている場合は無理
して火元に近づかないようにする

備蓄品の一例
飲料水
（一人1日3ℓを目安に3日分）
食品
ご飯（アルファ米等一人5食分用意）、
ビスケット、板チョコ、乾パン等
（一人最低3日分用意）

下着・衣類
トイレットペーパー・ティッシュなど
マッチ・ろうそく
カセットこんろ
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今年度の経営計画の一つに「BCP対
策の策定」を取り上げております。
初年度ということもあり、中小企業
庁の「中小企業BCP策定運用指針」
をもとに進めております。

BCP対策とは・・・
大地震、集中豪雨などの水害、新型
インフルエンザ、テロ等不測の事態
に見舞われた状況で会社は生き残る
ことが出来るでしょうか。
従業員やその家族を守り、お客様か
らの信頼を維持できるでしょうか。
こうした緊急事態に遭ったとしても
普段と同じように判断し、的確な行
動をとれるように、あらかじめ緊急
事態に行うべき行動を取り決めてお
くものです。




